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研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・教育社会学 

キーワード：アカデミック・プロフェッション、知の再構築、国際比較研究、 

 世界と日本のシステム、21 世紀型専門職像構築、有識者調査 

 
１．研究計画の概要 
(1)理論研究：AP（Academic Profession: ア
カデミック・プロフェッション）に関する先
行研究による研究成果とその展開に関して
理論的に研究する。 
(2)国際調査：14 カ国の個別の AP システム・
モデル構築に関する質問紙調査による実証
研究（調査質問紙作成、予備的調査、ワーク
ショップ、本調査質問紙作成を含む）を行う。 
(3)国内調査：国際調査の中の日本に関する
国内調査は、上記(2)の研究計画のとおりで
ある。それとは別に国内調査を実施するが、
具体的には、大学教員像に関する調査(学長
等調査、学生調査、職員調査、有識者調査の
各調査を含む)、大学教員評価調査をそれぞ
れ行う。 
(4)訪問調査：主要国と国内の事例研究のた
めの訪問調査を行う。 
(5)ワークショップ開催 
 
２．研究の進捗状況 
(1)理論研究：既に論文や著書のかたちで成
果を出しているとともに、更なる精緻化に努
めている。 
(2)国際調査：既に 17 カ国でデータ収集・デ
ータベース構築が終わり、現在はデータチェ
ック中である。５月の学会で単純集計の発表
を行い、10 月までに分析・文章化を行う予定
である。 
 (3)国内調査：1992 年実施のカーネギー調査
と 2007 年実施の再調査に依拠した比較研究
の成果を著書(2008 年)によって公表した。現
在は、有識者調査（対象は、国家官僚、地方

行政上級事務官、医者、弁護士、企業幹部）
を現在実施している。 
(4)訪問調査：既に、米国、ドイツ、中国を
訪問し、現地の大学教員に関する情報を収集
した。 
(5)ワークショップ開催：既に 3 回ほど国際
会議を開催している。来年１月に最終の国際
会議を開催予定である。 
(6)学協会等で成果公表：国内外の学協会等
において研究成果を公表した。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している：当初の研究
計画に沿って研究が順調に進行している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1)国際調査データ（17 カ国データ）を分析
し、著書にまとめる。 
(2)企業人事部長を対象とした大学教員像に
関する調査を行い、昨年のデータと合わせて
分析する。 
(3)研究成果の学科発表及び国際会議を開催。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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